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（1）　冬季大会
　スケート競技では、少年男子の宇賀神怜眞選手が 500m にて 4 位入賞。スキー競技においても手塚芳宗選手がジャ
イアントスラロームで同じく 4 位に入賞し、少年種別として県勢初の入賞を果たす快挙を成し遂げた。
　また、昨年、成年・少年ともに 3 位に入賞し、競技別総合優勝を果たしたアイスホッケー競技では、成年男子が 7
位に順位を落としたものの、少年男子が 17 年ぶりに 2 位となり、競技別総合成績では、4 位になった。

（2）　関東ブロック大会
　関東各都県によるハイレベルな競技が行われた。関東ブロック予選実施 32 競技中（アイスホッケー競技を除く）、
14 競技 22 種別が本大会への出場権を獲得した。通過競技数及び通過種別数は昨年度を若干下回ったが、代表枠数に
おいては、昨年度と同様であり、天皇杯 30 位だった昨年、天皇杯 19 位だった一昨年とほぼ同等の通過状況であった。
　本大会においても上位入賞が期待されたホッケー成年女子や少年男子が敗退、更には、本大会開催を 2 年前に控え
る茨城や千葉県の台頭により、本県が例年獲得してきた代表枠数が伸び悩むなど、関東ブロックを突破するのが依然
として容易ではないことが改めて認識された。
　本大会では、71 回岩手国体で優勝したバスケットボール競技成年女子や、ソフトボール競技成年男子、ホッケー競
技成年男子や少年女子などの団体種目での大量得点が期待された。また、クレー射撃競技や山岳競技成年男子・少年
男子も有望視された。
　

（3）　本大会
　今大会も前回大会同様、男子種別が活躍した大会であった。ソフトボール競技成年男子の 2 連覇やホッケー競技成
年男子の初優勝、ライフル射撃成年男子の小林郁弥選手やボクシング成年男子の髙倉久生選手等も優勝し、期待どお
りの成績を収めた。
　また、山岳競技少年男子の楢崎選手・茂呂居選手やレスリング競技少年男子の田代英才選手等、とちぎ国体でも活
躍が期待される少年種別選手達も堂々たる戦いの末、栄冠を手にした。　
　女子種別では、水泳（高飛込）成年女子の榎本遼香選手の連覇やバスケットボール成年女子の準優勝に加え、ホッケー
少年女子や馬術競技成年女子の広田思乃選手の上位入賞等の活躍が光った。
　今大会では、前回大会よりも参加選手・監督人数が減ったことで一層厳しい戦いが予想されたが、各競技種別共に
奮闘し、前回大会を上回る結果になり、5 年後のとちぎ国体での更なる活躍を期待させる大会であった。

（4）　総評
　今年度の目標である天皇杯・皇后杯 15 位以内（TochigiVictoryPlan より）に向けて各競技善戦したが、結果は天
皇杯 21 位・皇后杯 39 位と到達できなかった。
　ホッケー競技成年男子は国民体育大会での初優勝、ソフトボール成年男子は第 71 回大会に続き二連覇を達成した。
ボクシング競技成年男子の髙倉選手、水泳競技成年女子の榎本選手も個人二連覇。ライフル射撃競技成年男子の小林
選手、馬術競技成年男子の広田選手は種目優勝。少年種目では、山岳競技少年男子で楢崎選手・茂呂居選手の優勝。
レスリング競技少年男子の田代選手の優勝があった。競技獲得得点は優勝種目のみで 184 点で、入賞者獲得得点は
564 点となった。
　昨年度同様、本大会において上位入賞が期待された競技の多くが関東ブロック大会で敗退を喫したことから、関東
ブロック大会の突破は依然として容易ではない。
　5 年後に控える本県開催に向けて、各競技団体関係者や選手の意識は高まりつつある。天皇杯・皇后杯を獲得する
ためには毎年安定した競技力を発揮する競技の継続強化に加え、ここ数年に渡り得点獲得できていない競技の底上げ
を図るなど、競技団体と関係機関とが手を携え、共通の目標に向け強化にあたっていくことが重要と考える。

第72回国民体育大会　栃木県選手団の成績
総合成績

第72回国民体育大会を振り返って

冬季大会得点 本大会得点 合計得点 順位

天皇杯 今大会 89（30） 475（370） 564（400） 964 21位
前大会 60（30） 443.5（370） 503.5（400） 903.5 30位

皇后杯 今大会 0（20） 121（320） 121（340） 461 39位
前大会 0（20） 122.5（310） 122.5（330） 452.5 41位

※（　　）は参加得点
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入賞者一覧
１　冬季大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 アイスホッケー 少年男子 栃木県（日光明峰高校） 2 35 45成年男子 栃　木　県 7 10
2 スキー 少年男子 手塚　芳宗 ジャイアントスラローム 4 5 5

3 スケート
少年男子 宇賀神怜眞 スピードスケート 500m 4 5

9少年男子 宇賀神怜眞 スピードスケート 1,000m 6 3
少年男子 栃　木　県 スピードスケート 2,000mR 8 1

２　本大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 陸上競技

成年男子 佐藤　風雅 400m 5 4

14
少年男子B 田﨑　義規 100m 4
成年女子 海老原有希 やり投 7 2

少年男子共通 根本　大輝 800m 2
成年女子 小寺美沙季 100m 8 1
少年男子A 小竹　理恩 400m 1

2 水　泳
競泳

成年女子 菊池　優奈 400m自由形 5 4

40

成年女子 今井　彩香 100m背泳 5 4
少年男子 今井　祐輝 50m自由形 5 4
少年女子 髙橋　奈々 100m平泳 5 4
少年男子 遠藤　　光 400m自由形 6 3
少年女子 笹原世玲菜 100m自由形 6 3
少年女子 笹原世玲菜 50m自由形 7 2
少年男子 蘭　　雄大 200mバタフライ 8 1

飛込 成年女子 榎本　遼香 高飛込 1 8
成年女子 榎本　遼香 飛板飛込 2 7

3 ホッケー 成年男子 栃木県（LIEBE 栃木） 1 60 100少年女子 栃木県（今市高校） 4 40

4 ボクシング

成年男子 髙倉　久生 ライトヘビー級 1 8

30

成年男子 黒柳　　禅 ミドル級 2 7
成年男子 佐野　善則 ライトフライ級 5 2.5
成年男子 半田光太郎 ライトウェルター級 5 2.5
少年男子 堀川　　龍 ライトフライ級 5 2.5
少年男子 根本　元太 フライ級 5 2.5
少年男子 簗　　丈一 ライト級 5 2.5
少年男子 佐藤　　奨 ライトウェルター級 5 2.5

5 バスケットボール 成年女子 栃木県（白鷗大学） 2 35 35

6 レスリング

少年男子 田代　英才 グレコローマン 74㎏ 1 8

15.5少年男子 鴇田　昇大 フリースタイル 55㎏ 5 2.5
少年男子 磯　　次郎 フリースタイル 66㎏ 5 2.5
少年男子 小林　　蓮 グレコローマン 96㎏ 5 2.5

7 ウエイトリフティング
成年男子 山根　大地 69㎏級　スナッチ 7 2

6少年男子 瀬出井海英 85㎏級　スナッチ 7 2
少年男子 稲葉　　陵 94㎏級　スナッチ 8 1
少年男子 稲葉　　陵 94㎏級　クリーン＆ジャーク 8 1

8 自転車

成年男子 坂井　　洋 スプリント 2 7

29
少年男子 宇賀神怜眞 スプリント 2 7
成年男子 佐々木真吾 スクラッチ 5 4
少年男子 福田　　滉 ケイリン 6 3
男　　子 栃　木　県 チーム・スプリント 7 6
少年男子 小野寺　慶 ポイントレース 7 2

9 馬　術

成年男子 広田　龍馬 国体大障害飛越競技 1 8

32

成年男子 増山　誠倫 トップスコア競技 2 7
成年女子 広田　思乃 標準障害飛越競技 3 6
成年女子 広田　思乃 トップスコア競技 4 5
少　　年 鶴見　汐花 トップスコア競技 5 4
成年男子 増山　誠倫 六段障害飛越競技 5 2

10 フェンシング 成年男子 栃　木　県 エペ 4 15 15
11 ソフトボール 成年男子 栃木県（ホンダエンジニアリング） 1 60 60

12 弓　道
少年男子 栃　木　県 近的 3 18

42少年男子 栃　木　県 遠的 3 18
成年男子 栃　木　県 近的 7 6

13 ライフル射撃 成年男子 小林　郁弥 50m3×40M 1 8 13成年男子 村山　敦史 CP60M（精密） 4 5

14 山　岳 少年男子 栃　木　県 リード 1 24 45少年男子 栃　木　県 ボルダリング 2 21
15 クレー射撃 成　　年 栃　木　県 スキート 2 21 21
16 ゴルフ 成年男子 栃　木　県 6 7.5 7.5
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☆★☆　第72回国民体育大会主な活躍　★☆★

ソフトボール競技　成年男子
優勝　栃木県（ホンダエンジニアリング）

ホッケー競技　成年男子
優勝　栃木県（LIEBE栃木）

馬術競技　成年男子
国体大障害飛越競技

優勝　広田龍馬

ボクシング競技　成年男子
ライトヘビー級　優　勝　髙倉久生（左）
ミドル級　　　　準優勝　黒柳　禅（右）

水泳（飛込）競技　成年女子
高飛込

優勝　榎本遼香（中央）

山岳競技　少年男子
リード

優勝　茂呂居岳人（左）
　　楢﨑明智（右）


